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要旨	

	 昆虫を用いた研究は、あらゆる生物学分野において様々なブレイクスルーをもた

らしてきた。たとえば男性諸君の多くは自分の性が Y染色体の遺伝子により決まる

ことをご存知だと思うが、このような性決定のメカニズムは、昆虫を用いた一連の

研究により 100 年以上も前に発見されたものである。	

	 昆虫の性は、雄か雌かを決めるスイッチの役割を果たす遺伝子の切り換えによっ

て決定される。その切り換え役を担う細胞内のメカニズムが選択的スプライシング

である。選択的スプライシングは、自己が雄であるか雌であるか、という情報に基

づいて適切に制御される。本セミナーでは、選択的スプライシングによるスイッチ

に焦点を当て、昆虫の性別がどのようにして決まるのか、そのメカニズムについて

解説すると共に、昆虫の性決定機構にみられる驚くべき多様性と、一方でみられる

共通性について紹介する。	

	

（問合せ：農学部植物生命科学科	 植物生理学分野	 佐原 健	 e-mail:	sahara@iwate-u.ac.jp）	


